
京都家庭裁判所委員会（第１６回）議事概要 

 

１ 日時 

平成２３年５月２６日（木）午後１時３０分から午後３時４５分まで 

２ 場所 

京都家庭裁判所大会議室（仮庁舎２階） 

３ 出席者推薦 

（委員） 

梶山玉香，金木秀文，駒木根徹，田中泰子，直野信之，苗村和喜，二

本松利忠，野中百合子，浜田昭，藤原重美，松井芳子，吉田眞佐子

（五十音順，敬称略） 

（京都家庭裁判所職員） 

小野木家事部総括裁判官，有田首席家庭裁判所調査官，山田家事首席

書記官，松尾少年首席書記官，中澤次席家庭裁判所調査官，中川次席

家庭裁判所調査官，池之上総括主任家庭裁判所調査官，田中少年訟廷

管理官，高橋家事訟廷管理官，長谷川事務局長，秋田事務局次長，石

川事務局総務課長，西事務局総務課課長補佐，大浦事務局総務課庶務

係長 

４ 議事（◎は委員長，○は委員の発言。●は裁判所からの説明） 

(1)  リーフレットの作成，案内表示の設置及び利用者アンケート結果に

ついての報告 

(2) 「少年法改正の経過」，「少年事件数の動向」，「国民の理解の現

状」及び「これまでの家庭裁判所の取組」などについての紹介 

(3) ビデオ「少年審判～少年の健全な育成のために～」視聴 

(4) 意見交換 

ア テーマ 
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   (ｱ) 国民や社会は，家庭裁判所の少年審判や少年に対する処遇をど

のように捉え，どのように評価しているか。 

(ｲ) 社会の変化を踏まえて，非行防止と少年の健全育成を趣旨とす

る少年法及び少年審判手続に対する理解を得るため，家庭裁判所

は，情報発信を含め，どのような働き掛けをするのがよいか。 

イ 内容 

◎ 第１点目は，国民や社会は家庭裁判所の少年審判や少年に対する処遇

をどのようにとらえ，どのように評価しているのかという点について御

意見を承りたい。 

また，第２点目では，第１点目を前提として，家庭裁判所のやってい

ることは社会からどのように見られているのか，あるいは少年法の理念

等について，社会はどう受けとめているのか，社会の変化を踏まえ，非

行防止と少年の健全育成を趣旨とする少年法及び少年審判手続に対する

理解を得るため，情報発信を含め，家庭裁判所はどのような働きかけを

するのがよいか，裁判所としても，もし社会と溝があるようであれば，

その溝を埋めるためにどういうことにこれから取り組んでいけばよいの

かという点について御意見を承りたい。 

○ 第２点目の「情報発信を含め」について，私は２６年保護司をしてお

り，審判の中身はわかって，少年事件も数多く扱ってきた。裁判所の取

組で関係機関に対する広報活動を中学校などに出向かれている事を，今

ビデオを見て知った。調査官が家庭訪問されたり，学校に行かれている

ことも，全く知らず，勉強不足であった。実質，保護観察を担当してい

る者がこういうことを知っていたほうが良いのではと感じた。できれば

保護司会にもお知らせいただければと思う。 

○ 昨年，左京区保護司会の全保護司の６割程度が家庭裁判所を見学した

が，みんな大変感銘を受け，非常に評判がよかった。裏を返せば，勉
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強していない。保護司でありながら，家庭裁判所の少年審判が何たる

かということを全然勉強してなかったのだろうと思う。だから，やは

りもっと勉強をする必要がある。保護司は，一番近いところにいなが

らわかってないわけであるから，そのほかの方は推して知るべしだと

思われるので，事あるごとに人を集めて，家庭裁判所が何をやってい

るかということを知らせたほうが良いと思う。もう１点は，マスコミ

も興味半分には取り上げるが，少年事件についてはほとんど匿名で，

少年の将来を考えて，配慮していると思う。逆に言えば，マスコミは，

具体的な事案の中身がぼやけたままで，ショッキングな話ばかりを追

求するので，そういうギャップがあると思う。少年事件については特

にそういうギャップが起こり得ると思うので，私が考えるのは，犯罪

の，非行の事案を類型化して，皆さんにきちっと伝えるという整理を

しないと，マスコミの興味本位の取り上げに引きずられて，犯罪その

ものは減っていても，増えていると思っている人が大半だという誤解

が生まれる。私はそういったマスコミの取り上げ方が非常にいびつだ

からではないかと思う。 

◎ 保護司の家裁見学とか，保護司から手続を説明してほしいという申出

があ 

れば，裁判所としてもいくらでも御協力させていただいているが，さら

に，裁判所はもっと打って出た方が良いか。ただ，保護観察所を通さず

に裁判所が保護司に御説明するというのも，なかなかやりにくいところ

ではあるが，左京区の保護司会の方は昨年お見えになった，そのほかの

保護司会についても，御要望があれば対応したい。 

それと，御指摘のあった少年非行の実態と，社会一般の受け止め方が

違っている面があるのではないかということに関してマスコミ報道の

話も出たが，その点についてはいかがか。 
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○ ギャップをどう見るかというのが非常に難しい点だと思うが，一つは

法改正によって厳罰化されたことの影響があるのか，それから凶悪犯と

いった場合の犯罪の中身について，統計を見ると，終戦直後は非常に少

年犯罪も一般の刑法犯も多いが，それは多くが貧困ゆえではないかと思

われる。今が，その貧困を理由とした少年犯罪なのかどうかとか，より

現代性というか，貧困でもない，家庭も中流，もしくは非常にきちっと

した家庭で，意外な少年犯罪が起こっているのかどうかとか，これは非

常にイメージ的なものであり，なかなか判断を下せないと思う。もう一

つはメディアの影響がどうなのかという，先ほど言われた少年人口の減

少の問題もあるかもしれないが，その点，裁判所はどう見ているのかと

いうことをお聞きしたい。 

◎ 結局，メディアが大きく扱うというのは，いわゆる普通の家庭で突然

重大犯罪が起きた，いきなり型非行というもので，やはり社会がどうし

て非行を犯したのだろうと，不安に思っているという面があって，大き

く取り上げたり，あるいは社会自身が原因がわからない，動機がわから

ないということで不安に思ってしまうから，非行が増えているのではな

いかというようなイメージにつながっているのではないかという点につ

いてはどうか。 

● 京都の事件を見ると，万引き，自転車盗とか横領，そしてバイク盗と

いう，大体この３種類が非常に多い。警察も万引きや自転車盗といった

比較的軽微な事案であるいわゆる初発型非行が多いという指摘をしてお

り，実務についている我々もそうかなという感覚を持っている。そして，

報道結果から見ても，大阪とか兵庫とかに比べ，京都は，いわゆる凶悪

事件はあまり多くないと思っている。 

  ところで，そのいきなり型非行のようなものをどう見ていくかという

ことについては，裁判所の研修所で研究，刊行された重大事件の実証的
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研究では，現実的にはいきなり重大事件を起こす前に，前駆的な行動と

か，いわゆる症状というものがあるのだという指摘がされている。平た

い言い方をしてしまうと，少年のやった行動について，実は見ている

我々大人が理解できない，そのギャップにあるのではないかという見方

がある。例えば，携帯電話を使った非行が増えているが，少年に聞くと，

「ブラインドで携帯電話を操作するのは簡単だ。」と言う。我々大人か

らすると，ブラインドでは打てないだろうという思い込みもあるし，わ

かりにくさもあるしという我々がなかなかイメージできないこと，何か

難しそうで，すぐには理解できないことのギャップがいきなり型非行を

作り上げているのではないかと思う。 

● 実は数の関係では，殺人事件を見ると，少年による殺人事件というの

が，これは司法統計ではあるが，昭和３０年代の後半には３８０件程度

であったのが，平成２１年は，３９件になっている。数字的には１０分

の１程度になっており，現実的には殺人事件で少年の被害者になった方

というのは極めて少ない。ある意味では日本は奇跡的に少ない。やはり

この青年期というか，１０代というのは非常にエネルギーが高く，また

心情的に不安定だというようなことで，生理学的な観点からすると，暴

力的な犯罪といったものが多く出現するというのが当然考えられるが，

現在，日本においては極めて少ない。特に凶悪犯というのは，凶悪犯の

中でも最たる殺人を見ると，極めて少ないということが言えるわけで，

実際の事件を見ると，実は家族を殺害するというものが，この中での割

合が多い。そういったケースを分析していると，やはり非常に特殊な心

理状態とか，何らかの障害とか，そういったものがベースになっている

事件が多く，そういった意味において，まさに路上で突然人を殺してし

まうとか，あるいは強盗して人を殺すとか，そういうのは日本では極め

て少ないというのが実情なのではないか。 
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◎ 先ほどの中川次席家庭裁判所調査官の説明にあったように，いきなり

型非行というように社会がとらえて，少年がどうしてそういう非行をし

たのかということがわかりにくいため，余計に不安を感ずるという意味

では，少年についての社会の理解も，そのギャップが生じているのでは

ないかということも一因だろうと考える。 

○ どうしてもマスコミで報道されるのは凶悪犯罪のような典型的なケー

スであり，そのあたりのイメージがずっと残っている中で御指摘された

ことがあるのかなとは思うが，実際，こういったデータを発表されると

きに，例えば大きく何パーセント減少しているという発表ではなく，細

かいケース別の数字を発表していただくと結構実態が見えてくる気がす

る。 

○ 今，御説明をいただくと，なるほどというように思うが，メディア側

からすると，例えば万引きとかバイク盗とか，これは一般成年の場合も

同じだが，そういうものはまず記事にはならない。少年の特異な事件ほ

ど記事になると，しかもよく理由がわからず，あるいは家庭の中で孤立

感を持った少年，それもかなりの年少というか，１４歳，１５歳ぐらい

の少年が兄弟や親を殺害したと，そういうものについてはニュース性と

いうか，非常にインパクトが強い。だからそれは報道する。すると，印

象としては非常に強く，国民に残ると思う。だから，マスコミが悪いの

ではないかという話になるが，やはりそれが一つの時代性を表している

ことであり，メディアとしてはその時代性をとらえていかざるを得ない

し，それがニュースであると，立場的に思う。そのギャップをどう埋め

るかというのは，これからの話かなというように思う。 

○ 少年事件の付添人として被害者の方にいろいろとお話に行くときに，

結構，少年だからということで被害者の方が非常に寛大であると感じる

ことが多い。特に非行少年と同じぐらいの年代の子を持っている親御さ

－ 6 － 



んとか，あるいは孫がいるとかいう方は自分の子もいつ加害者になるか

わからないのでと，弁償金を受け取らない方もおられる。これからの少

年の立ち直りを期待したいということを言っていただくことも多い。だ

から，そういう意味ではマスコミで取り上げられているショッキングな

事件について凶悪化しているというイメージを持っていても，実際，皆

さんと話をすると，被害者の方と話をすると，そうではなく，少年法の

理念はよく理解されているし，実感として自分たちもそうやって育って

きたんだからとか，あるいは子供や孫がいるからということで，皆さん

はそういうことを理解されているのではないかと思う。ただ，マスコミ

に出てこられる方たちの言われることがショッキングというか，過激な

ことを言ったり，何か保護者がもっと顔を出すべきだとか，少年の名前

も報道したらいいとかいうように，少し言い方が激しいと思うことがあ

る。だから家庭裁判所としては，もっと普通の事件で少年がこんなふう

に気づいたり立ち直っていくんだということをぜひとも報道機関にも言

っていただきたいし，あるいはコラムなどの形でこんな事件でというの

をもっと裁判所も発信していただきたい。京都も再犯，再非行の少年が

多いということだが，自転車盗や占有離脱物横領が非常に多く，ただ多

いとか少ないとか言うのではなく，その原因や中身も，もうちょっと詳

しく説明していただいたら，決してそんなに凶悪化していないし，増え

ているわけでもなく，人口比率も高いということだが，激しいものが多

いわけではないことがわかるのではないかと思う。 

◎ 現実に被害者の方々と接してそのように感じておられるということだ

が，アンケート結果にはどうしてそのようには出ないのか。例えば裁判

員裁判を導入するときに，いろいろ量刑に関する意識調査をしたときに，

少年については厳罰化，むしろ少年だから重く処罰すべきだという意見

が多かったという。ああいう結果を見ると，少年事件を担当している
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我々としては非常にショッキングな回答だったわけだが，その点はどう

考えられるのか。 

○ 具体的に被害者といっても，重大事件の場合には，いろいろな思いが

あると思うが，少年側の付添人として少年の気持ちや反省などの話しを

する中でたぶん被害者の方も理解されるのだと思う。であるから，アン

ケートに答えられる方は，一般的な情報として，少年が鑑別所でどう考

えているかとか，家庭環境がどうとか，そういう点はあまり斟酌してな

い。とにかく重大事件のことしかイメージとしては持っておられないの

ではないかという気がする。報道はなかなか難しいということだが，家

庭裁判所からもっと普通というか，数多くの普通の事件の情報を発信し

てほしい。それはもう家庭裁判所にしかできず，私たちも鑑別所に入っ

た子にしか付添人としてつくことはほとんどないわけで，もっと軽い段

階で子供たちが立ち直ってきているということの情報も発信していただ

きたいと思う。 

○ 実感として保護者などで話をするときには，例えば非行をしている子

供でもふだんから見知っている子供であり，かなり寛大という印象を受

ける。ただ，アンケートとかになると，自分たちの全く知らない子供と

いうようなことをイメージするので，一般的には厳罰にしたほうが良い

だろうとなるが，自分が小さいときからよく知って，生活状況も親も全

部知っているというような子供とかに関してはそのような感情は恐らく

抱かないのだろうなと思う。だから，被害者の方と話をすればというよ

うな発言というのは非常に納得できるところだ。そういった状況の中で

学校というのが一つの大きな受け皿というような気がするけれども，学

校の中で家庭裁判所での処遇などというのは，ほとんど認知されていな

いというのが実感であり，保護者間でも，少し悪いことをしたという程

度のことなら，もう少しこうすれば良いという話になるが，警察沙汰に
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なったらしいと言った瞬間に，これはもう別世界の話だというような印

象を持つ方が大半というような印象を受ける。裁判所はいろいろなとこ

ろに出かけて話をされていると伺ったが，特に中学校というのは一番初

めの自転車を盗んだりとか，バイクを盗んだりとかというようなことが

一番多いところで，しかも，そういうことをした少年がもう一回帰って

いく場所であるので，そこでの理解をより得られるためには，少年が別

世界に行ってしまったわけではないということを，家庭裁判所に講演し

ていただければ良かったと思っている。 

● 例えば，市の中学校では，全国的にも歴史が古いと言われている補導

連絡協議会がある。そこは，定期的に会合を持っており，その会合に裁

判所から，主任家庭裁判所調査官一人を派遣している。具体的に裁判所

にできることとできないことがあり，先生方が誤解されていることも当

然あるかと思うが，そういった点について，こちらから話をしたり，場

合によってはその後どういう連携をとっていくのかとかいうような話も

している。実際の動きとしては，身柄を拘束されるような事件を起こし

た中学生の場合，我々家庭裁判所調査官は，原則として，中学校に出か

けている。それにより，先生方にも家裁の手続を理解していただきたい

し，家裁と学校がどういう協力ができるのか，どういうことが一緒にや

れるのかということもその場で話をさせていただく，あるいは裁判官が

行う審判の場に先生に来ていただいて，実際に審判を見ていただく，そ

してその子がどういう反省の態度を示しているというのを具体的に先生

方も承知していただいて，学校に引き取っていただくというようなこと

もしている。ただ，学校に我々が行くといっても，全ての事件で行って

いるのかというと，それはなかなか難しく，そのあたりがまだ力不足な

のかなとは思っているが，できる限りそういった連携をとらなければと

いう趣旨で取り組んでいる。 
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○ 数年前まで大学で法学を教えていたが，学生の中には，少年審判や少

年法の理念どころか，民事裁判と刑事裁判の区別もわからない人がいた。

たまたま司法制度改革で法曹三者という言葉が報じられていた時期に，

ショートテストで法曹三者とは何ですかと尋ねたところ，法然と親鸞と

道元だという答えが出てきたりする。今，法教育ということが論じられ

ているが，小学生，中学生の段階から教育をきちんとしたほうが良いの

ではないか。例えば裁判所見学というようなプログラムを希望する学校

に実践し，そういうことが可能だということをウェブサイトで裁判所か

ら広報をしていただいたらどうか。高等学校の社会科の授業は公民の課

目が必修ではないので，小学校，中学校の知識のままで，裁判制度とか

市民生活に伴う権利や義務ということについて学ぶ機会が少ないように

思う。そういう意味でも法教育を充実させたほうがいいし、学校や様々

な団体からの要望に応えるという形で裁判所ができることもあると思う。

広報誌や良いパンフレットも作られているので，裁判所がどういう要望

に応えられるか情報を発信していただいたら良いのではないかと考えて

いる。 

◎ 積極的にもっと外に出て，何も少年審判の手続だけではなく，およそ

家庭裁判所の行っていることについて，もっと積極的に法教育の場を作

っていったほうが良いという御意見もあったが，どうか。 

● どこまで出て行けるかというのもあるが，当面，裁判所にお声をかけ

ていただきましたら，裁判所の施設を見学していただくとともに，裁判

事務を担当しております職員から説明をさせていただくなどして，理解

を広めていくということができるのではないかと思っている。 

◎ 京都弁護士会では法教育に熱心に取り組まれてると聞いているが，ど

うか。 

○ 講師派遣なども積極的に行っている。また，地方裁判所には法廷傍聴
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に引率している。家庭裁判所は心理学や心理の面も非常に研究しており，

実証的研究という本も出されているが，それが一般市民にはなかなかア

クセスできない。今日見たビデオも非常にわかりやすくて，ちょっと見

ていたら「じん」とするような感じで，面会交流のＤＶＤについても何

回も事件の関係で見させていただいたが，子供の心情を考えると，いつ

も「じん」とくる。非常に人の心を動かすような、あるいは核心をつい

た知識や情報を持っておられる。これは国民の財産だと思うが，なかな

か家庭裁判所は謙虚というか，余りこんなことを知っているとか，どう

ですかということを押しつけてこられないというか，言われない。押し

つけられても人間は変わらないとは思うが，国民の財産がいっぱいある

のだから，ぜひとも皆さんが利用できるように，どうですかという形で

提供していただきたい。以前，弁護士会の委員会で見たかったので，少

年事件の保護者会の状況のＤＶＤを貸していただけませんかとお願いし

たら，「だめです。」と言われた。職員の方が出ておられたのでだめだ

ったのかもしれないが，家庭裁判所の持っておられる知識や財産をもっ

と一般市民が利用しやすいようにしていただけたらと思う。私たちがい

くら依頼者に言ってもわかってもらえなかったことが，裁判所のＤＶＤ

を見ただけでわかったと言われたりするので，ぜひ活用できるようにし

ていただきたいと思う。 

○ 情報発信の在り方について，漫画で「家栽の人」というのがあった。

ポピュリズムに走るというわけではないのだが，かなり家庭裁判所はど

ういうものなのか，あるいは家裁調査官，裁判官はどんなことをやって

いるのかということを知らしめたと思う。少年審判というのはわかりに

くいので，お金をかけてそういうドラマを作るとか，映画を作るという

のも，なきにしもあらずとは思う。通常の刑事裁判のように対審でやり

合ってというのは非常にストレートに入ってくるが，だからといって推
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理小説風にはなかなかできないし，むしろどちらかというと，その少年

の更生のプロセスみたいなものをヒューマンドラマに仕立てれば何とか

なるかなというような気がする。しかし，それを京都家裁がやるかやら

ないかというと，非常に現実的ではないので，やはり地道に学校である

とか，あるいはいろんな企業のセミナーであるとか，ＰＴＡの会である

とかというところに地道に出ていかれて，話を聞いていただくというの

が一番現実的かと思う。マスコミも取り上げないということはないと思

うし，むしろ凶悪事件だけを報道するのがマスコミの使命でもない。少

年がいかに周囲の方，あるいは家庭によって更生していくかというのも

十分ニュースに値することだと思う。 

◎ マスコミの方からこのような御意見を賜ると本当に勇気百倍で，元気

が出ると思う。 

● 京都家庭裁判所だけで映画等を作るというのは少し難しいのかなと思

っている。ただ，できる限り積極的な広報をして，皆さんに少年法のこ

とも知っていただくという意味では，裁判所としても努力していきたい。 

◎ 調査官として，裁判所の持っているいろいろな知見，例えば，どうい

う事件について，どうしてそういう非行を犯すようになったのか，その

少年はどのようにして立ち直っていったのか，そのためには何が必要な

のかという点などを社会に還元する方法は何が考えられるか。 

● 十数年前に実証的研究に携わったが，まさに還元というか，市民の皆

さんに何をどのように届けていくのかということについて，膨大な記録

の中から数十ページのものにまとめた。やはり，まさに皆さんが何を求

めて，どういった情報を提供するのがいいのだろうかというのは，相当

考えながらつくっていったというのを思い出すが，我々は確かにたくさ

んの少年非行に関して相当幅広い，さまざまな経験の蓄積がある。そう

いう意味においては，実証的研究もそうだが，子供の教育とか養育とか

－ 12 － 



を考えていく上で本当に役に立つものを提供していきたいと思っている。

実証的研究については，その後もいくつかシリーズで出しているところ

であり，虐待関係のものも研修所でまとめたものある。現在もそういっ

た作業をやっているとは聞いているので，少しずつではあるが，確実に

家庭裁判所全体として考えていることを提供させていただきたいと思っ

ている。 

○ 事件の統計的なものを発表していただくというのはもちろん必要であ

り，非常に役に立つと思うので積極的に行っていただきたいが，重大事

件のときにどうしても個別事件についての原因や背景をマスコミに発表

されて報道されると，私たちもそこまでプライバシーが暴かれて良いの

かと感じてしまうことがある。少年は社会に戻っていくわけであり，そ

の保護者や周りの人たちのこともあるので，やはり少年法の理念からい

っても，最近，家庭裁判所が発表される内容についてはどうなのかなと

疑問に思うことがある。重大事件の背景が知りたいという市民の声とか

もあると思うが，少年のプライバシーとの関係でどうなのかと，だから

もっとこの事件についてはそこまで何も言えないけれども，もっと多く

の何十件もの，何百件もの事件としてこういう傾向があるというような

形でやってもらったほうがいいのではないかと思っている。 

◎ 裁判所が比較的社会の注目を集めるような事件については決定要旨を

マスコミに交付することについて，かなりプライバシーに相当踏み込ん

だことも裁判所は外に出しているのではないか，それは問題ではないか

という御指摘になるわけであろうが，その点については，どうか。 

● 確かに少年のプライバシーという点は大きな問題である。他方，国民

の側にとっては重大事件が，どのような結末になったのかを知りたいと

いう願望も強いのではないかなと考えている。かつては逮捕された段階

で，大体報道がとまっていたという時代もあったが，最近は裁判所でど
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ういう形で決着を経たのか，そこまで知りたいという傾向があり，報道

対応についても，以前に比べて，判決要旨だとか，あるいは少年事件の

決定要旨の交付のリクエストが多くなっている。裁判所においては少年

の更生・改善ということが念頭にあるので，プライバシーに配慮し，骨

子，要旨という形で，骨の部分だけを極力簡単なものにして，かつ，わ

かりやすいものにして，裁判事務とは離れた司法行政を担当する部署に

おいて要旨を作り，交付している。一切，交付するなというのもなかな

か難しいところあり，かといってありのまま全部をオープンにできるか

というと，そこは少年の更生・改善ということもあり，苦慮していると

ころであるが，社会のニーズに応えていくというのも裁判所の使命であ

り，そのあたりはマスコミの要請を受けながら最も適切なものは何かと

いうニーズを考えながら対応していきたいと思っている。 

○ 決定要旨というのは，司法行政の総務課で作成するのか。 

● 主として所長において作成している。 

◎ 以前は一切オープンにしなかった。そうすると，マスコミ報道が過熱

化して，憶測の記事とか，いろいろなところに取材に行って記事を書く

ということ，家庭裁判所にマスコミ関係者が多数来るということ，裁判

所も社会の注目を受けるような事件についてはどういう対応をしたのか

をきちんと説明をする責任があるだろうということ，マスコミ報道の過

熱による混乱のないようにということ，もう一つは正確に記事を書いて

いただきたいということで決定要旨を司法行政サイドで作っている。し

たがって，事件の担当裁判官が決定した後，それをプライバシーに配慮

して，非常に要約し，マスコミの方々に交付する。それで最近は少年事

件についての報道が正確に，なおかつ冷静になってきているのではない

か。マスコミによっては全文そのまま掲載されるところもあり，それは

いかがなものかという気もしないでもないが，ただ，いずれにしても裁
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判所側としては特に少年の家庭環境等のプライバシーにかかわるところ

はできるだけ簡略化というか，家庭環境等も踏まえてこれこれの処分を

したという程度におさめるようにしているつもりではある。ただ，事件

の中身によっては，もう少し説明しないとわからないというときには，

詳しく説明を加えることはあるが，いずれにしてもプライバシーの問題

は家庭裁判所としては，少年事件については非常に神経質に配慮をして

いるつもりであり，決定要旨を配布するメリット，あるいは目的を御考

慮の上，その点は御理解をいただきたいと思っている。 

○ 家裁の知見をというのは本当にもっと一般の市民に還元していただけ

たら良いと思っているが，例えば少年鑑別所では教育相談の窓口という

のを設けておられ，こういったものは広く知られると，もっと利用され

ると思う。子供が何か悪いことをし始めたときにどこに相談すればいい

のかというようなところがよくわからない。教育相談の窓口を設け，ど

っと押し寄せると業務が大変になるが，例えば，教員だけを対象にする

ような形で，障害児教育などのときには，最近普通学級にいる子供も特

別支援の対象になったりしているので，特別支援学校で窓口が設けられ

ていて，先生がどのように指導すれば良いか聞きに行く制度があるが，

それに似たような形で自分のところの学校で何か問題が起きたときに，

どのように対応すれば良いというのを教員も迷っているところがあるか

と思うので，毎日開く必要はないと思うが，そういう教師の人を対象に

した個別案件に関する教育相談窓口というのを，そういうものを設けて

いただいたら非常に活用されるのではないかという気がする。あるいは，

保護者からすると，国民生活センターなどで何か契約トラブルなんかが

あったとき，こんな典型的なトラブルのときにどうしたらいいのだろう

とかいうようなＱ＆Ａみたいなものがあって，ホームページにも載って

おり，何かトラブルに巻き込まれた人というのはとりあえずそこを見て，
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どのようすれば良いのかというような見通しが立つというか，それらの

ために使ったりしているが，例えば家裁のホームページに典型的な「自

転車を盗んで事件になってしまったのだけれども，どうしたらいいの

か。」というようなところをＱ＆Ａなどで載せていただけると，保護者

も見て，自分の子供はどうなるのかなとかいうようなときの一つの安心

になると思う。そういう形で市民にどんどん還元していただいたら家庭

裁判所はすごく身近な物になると思う。この間，どこが発行されたのか

は失念したが，子供が持って帰ってきたリーフレットが，自転車盗とか，

あるいはバイク盗というのは犯罪なんですよというので，刑罰とかいっ

ぱい書いてあるようなリーフレットを持って帰ってきて，それはそれで

本人はかなり衝撃というか，多分軽い気持ちで何か悪いことをしようと

思っている子には衝撃を与えるためのものだと思うが，罰しか書いてな

いので，何かそれだけではなく，その後，どのように更生を図っていく

のかなというところも併せて家庭裁判所から発信していただければ，ど

うすればこの状態から抜け出せるかと思っている子供たちにとってもい

い指針になるのではないかと思っている。 

◎ 関係機関との役割分担や，どこがどういうことをするのが一番効果的

かと 

いうことも含めて，それは検討していくべき課題だろうと思う。 

○ 先ほどプライバシーの観点の中で，何か事件があると知的障害という

ことが新聞等報道に出る。知的障害だから事件を起こしたのかというよ

うなことのとらえ方というか，ああいったものはやはり必要なのか。 

◎ 決定要旨には入れてないと思う。何らかの発達上の障害とか，そうい

うことが非行に非常に密接に結びついていて，それで特に軽くするとい

うようなときは入れることはあるかとも思うが，もちろん病名とかも含

めて，出さないようにしているのが普通だろうと思う。 
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 (5) 次回の議題 

◎ 次回の委員会において意見交換していただくテーマについて，何か御

意見があれば承りたい。 

（特に意見なし） 

今後委員からの御提案があれば，それもお聞きして考えさせていただ

く。 

(6) 次回期日 

◎ 次回期日については，例年どおりであれば，１１月頃ということにな

るが，いかがか。 

（特に意見なし） 

では，１１月頃をめどに，後日，具体的な日程を調整させていただ

く。 

 

 


